
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  ６月の園だより  
み み ょ う 保 育 園 

 ６月 11 日（土）          

うんどうかい ～３・４・５歳～ 

 

子育て応援メッセージ 

髪を結んであげたり、抱っこしたり、

小さい時は手をかけてあげることができ

ます。でも、大きくなるにつれて子ども

は手から離れていきます。その分、心を

かけてあげましょう。心の成長は、大人

になるための大切なステップですから。 

 

著：宇津崎光代「大丈夫だよ 

お母さん」より 

           いろは出版 

みみょう保育園 

～ていねいで応答的な保育～ 
 

小
さ
い
と
き
は
手
を
か
け
て 

大
き
く
な
っ
た
ら
心
を
か
け
る 

 みみょう保育園では、“保育の見える化”を

いろいろな形で発信しています。子どもたち一

人ひとりの発達や０歳からもあそびの中で学

ぶ姿、人との関わりの中で育ちあう姿など保

護者の方と共有していきたいと思います。 

消さないで 

あなたの心の 

注意の火 

広島市南消防署

警防課 救助係 

「 子どもの「噛みつき」「引っ掻き」について 」 

 

」 

 

子にはすぐに冷やすなどの処置をし、「痛かったね」

とその子の気持ちを十分に受けとめ、しっかりと抱

きしめ、気持ちが落ち着くのを待ちます。傷がひど

い場合には病院にかかる場合もありますが、大概は

看護師の処置で対応できています。 

我が子の痛々しい傷跡を見ると、どうしても腹た

だしい気持ちになったり、それが続くと見てもらっ

てないのでは、あるいはいじめられているのではな

いかとご心配される保護者の方の気持ちはよく理

解できます。そうした中、相手の子どもの名前を教

えてほしいとか、自分の子がした場合は必ず教えて

ほしいという要望が少なからずありますが、園内で

起こった怪我等はすべて園の責任であり、また、決

して悪意がないということから、原則として報告し

ないことにしております。もちろん、した子、され

た子の情緒が安定しない場合は、ご家庭での様子を

聞く意味でお話しをお伺いすることもあります。い

ずれにせよ、子どものトラブルに必要以上に大人が

介入、口出しすることは決してよくないと考えてい

ます。子どもたちはさまざまなトラブルを経験する

中で、相手の痛みや力加減を学んでいきます。自己

解決能力も身につけていきます。痛みや力加減を知

らないということは、感情のコントロールができな

い要因にも繋がっていきます。 

保護者の皆様におかれましても、いろいろとご心

配、ご不満もあろうかと思いますが、こうした行為

は、誰もが経験しうる成長のワンステップであり、

決して悪意がないということをどうかご理解いた

だければと思います。園においても、子どもたちが

落ち着ける環境づくりを心掛けながら、丁寧で応答

的な保育を実践してまいります。よろしくお願いし

ます。 

            みみょう保育園 園長 

 

平素より、みみょうの保育活動にご理解・ご協力

をいただき感謝申しあげます。 

 新年度になって２か月がたちました。子どもたち

は新しい先生や環境にも慣れてきたようで、保育者

に甘えて抱っこを求めたり、保育者の手を引いて自

分の行きたいところに連れて行ってほしいなど、愛

着関係（アタッチメント）がしっかりと構築されて

きています。 

愛着関係とは、あまり聞きなれない言葉ですが、

養育者（保護者、特定な保育者など）と子どもが深

いところで繋がっている心の絆のことです。愛着関

係がよいと、自分は養育者から守ってもらえる存在

であるという安心感や安全感を持てるようになり、

自尊心や探求心が芽生えるきっかけともなります。

愛着関係は、その後の成長発達に大きく影響しま

す。その土台は、丁寧で応答的な保育です。 

みみょうでは、小規模園ならではの特性を活か

し、すべての先生が一人ひとりの子どもと向き合い

ながら、様々な欲求に丁寧に応答しています。 

 さて、１、２歳児クラスで「噛みつき」「引っ掻

き」が続いています。保護者のお気持ちを察すると

大変申し訳なく思います。 

０～３歳までの子どもたちは、言葉で上手く表現

できず、さっきまで仲良く遊んでいたのに突然に

「噛みつく」または「引っ掻く」といった行為にで

てしまいます。これはある意味、意思疎通が十分に

育っていないこの時期特有の表現方法です。保育者

は噛みつきなどをさせないよう常に目を行き届か

せていますが、ほとんどの場合、瞬間的ですので防

ぐことができない場合があるのです。園では、事後、

した子の気持ちが静まったらその思いを聞き、とて

も痛いということ、いけないことだということを諭

しながら、された子の悲しい気持ちを伝え、された 

ポートフォリオ 

～赤ちゃん一人ひとりの育ち～ 

きっずノート ＜写真・動画 など＞ 

～園でのタイムリーな姿を配信します～ 

第二みみょうこども園の３・４・５

歳児を対象に“うんどうかい”を開催

します。みみょう保育園または第二み

みょうこども園の０・１・２歳児の 

参加はありません。 

 

ドキュメンテーション 

～あそびの中には学びがいっぱい！～ 


